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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
糖尿病神経障害の発症には多数の要因が関与する事が報告されているが、それらに対する治
療を施しても完治することはなく、他の要因の存在が示唆されて来た。その一つとして異常な
骨髄由来細胞と正常な神経細胞との細胞融合が報告された。本研究では、糖尿病で生じる異常
な骨髄細胞の由来を同定し、同定した骨髄細胞分画を正常動物に移植し、神経細胞と細胞融合
が誘導されるか検討を行い、以下の点を明らかにした。
1 ) Streptozotosin(STZ)、高脂肪食(肝D)により糖尿病を惹起したマウス(STZ-D臥HFD-DM)に
おいて感覚神経伝達速度の遅延を認めたOまた後根神経節(DRG)において骨髄細胞と神経細
胞の融合が確羅されたO
2) STZ-DM、 HFD-DMマウスの骨髄細埠を様々な分画に分けて調べたところ、造血幹細胞分画で
あるKSL細胞でinsulinとTNFαが、 sTZとHFDによって特異的に発現誘導されることが認
められた。
3) STZ-DMマウスから骨髄KSL細胞を分取し、正常マウスに移植したところ、移植されたマウ
スのDRGにおいて骨髄KSL細胞と神経細胞の融合が認められた0
本論文は、糖尿病で生じる異常な骨髄細胞の性状を明らかにし、その神経障害発症-の関与
について新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格
したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。
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